
一
　

『
詩
人
』
は
、
現
物
を
知
る
人
が
強
烈
な
印
象
を
語
っ
て
い
る
。
執
筆

者
の
一
人
で
あ
っ
た
、
杉
山
平
一
は
、「
戦
前
の
「
四
季
」
の
再
来
を
思

わ
せ
る
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
な
詩
誌
〔
略
〕
清
潔
な
神
経
の
行
き
と
ど
い
た
、
高

度
に
美
し
い
雑
誌
だ
っ
た
」、「
シ
ッ
ク
な
編
集
は
、
い
か
に
も
洒
落
れ
て

い
て
、
復
刻
さ
せ
た
い
雑
誌
で
あ
る
。
そ
う
い
う
声
を
、
ほ
か
の
人
か
ら

も
き
い
た
。〔
略
〕
大
戦
後
早
々
の
焼
跡
に
、
よ
く
も
、
ハ
イ
ブ
ロ
ウ

に
、
純
粋
な
、
雑
誌
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
驚
か
さ
れ
る
。」（
「
戦
後
関
西

詩
壇
回
想
」〔
平
成
三
・
七
・
一
『
現
代
詩
手
帖
』、
の
ち
加
筆
訂
正
し
て

思
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
日
〕）、「
古
書
店
で
『
詩
人
』
を
見
か
け

た
ら
是
非
、
買
っ
て
お
か
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
も
ど
っ
か
で
、
復
刻

し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
が
な
い
か
ぁ
思
っ
て
お
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
四

季
」
以
上
の
も
の
が
あ
る
六
冊
だ
と
思
い
ま
す
」（
安
水
稔
和
〔
と
対
談
〕

「
詩
誌
「
詩
人
」
を
中
心
に
」〔
一
九
九
七
年
十
月
三
十
一
日
刊
『
四
季
派

学
会
論
集
』〕）
と
熱
心
に
説
く
。
一
方
、
読
者
の
一
人
で
あ
っ
た
、
清
水

正
一
も
「
敗
戦
後
の
混
沌
と
し
た
暗
い
早
春
の
日
に
、
大
阪
駅
前
の
本
屋

で
こ
れ
（『
詩
人
』）
を
み
た
と
き
、
し
ば
ら
く
は
そ
こ
を
離
れ
ら
れ
ぬ
よ

う
な
感
銘
を
お
ぼ
え
た
の
も
事
実
で
あ
る
。〔
略
〕『
詩
人
』
の
目
次
を
ひ

ら
く
と
、
杉
山
平
一
は
じ
め
、
気
に
か
か
っ
て
い
た
詩
人
、
好
き
な
詩

人
、
親
し
め
ぬ
怕
い
詩
人
、
虫
の
す
か
ぬ
詩
人
、
オ
オ
！
こ
こ
に
こ
う
し

て
生
き
て
い
る
、
と
い
う
感
激
の
よ
う
な
も
の
も
こ
み
あ
げ
て
く
る
の

だ
。」
と
回
想
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
研
究
者
は
意
外
に
冷
淡
で
あ
る
。『
日
本
近
代
文
学
大
事

典
第
五
巻
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
十
一
月
十
八
日
）、

「
詩
人
」
し
じ
ん
　

詩
雑
誌
。
昭
和
二
二
・
一
～
一
一
。
全
六
冊
。
京

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉京

都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』

堀
　
　

部
　
　

功
　
　

夫



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
一
〇

都
矢
代
書
店
よ
り
詩
専
門
の
雑
誌
と
し
て
長
江
道
太
郎
の
編
集
で
創

刊
さ
れ
た
。
長
江
は
神
戸
在
住
の
竹
中
郁
を
共
同
編
集
責
任
者
と
し

て
協
力
を
依
頼
し
、「
戦
争
中
の
詩
の
空
白
を
埋
め
て
も
う
一
度
戦

前
に
返
し
中
道
か
ら
出
発
」
す
る
こ
と
を
思
い
、
戦
没
学
生
の
遺

作
、
伊
東
静
雄
、
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
、
安
部
公
房
ら
の
作
品
特

集
紹
介
を
組
ん
だ
り
し
た
。
安
西
均
も
本
誌
か
ら
登
場
し
て
い
る
。

（
原
崎
孝
）

を
見
よ
。

安
部
公
房
の
作
品
特
集
紹
介
を
掲
載
し
た
『
詩
人
』
な
ん
て
実
在
し
な

い
。
ど
う
し
て
原
崎
が
虚
事
を
書
い
た
の
か
。
原
崎
は
現
物
を
確
認
せ
ず

に
、
た
だ
長
江
道
太
郎
「『
詩
人
』
始
末
」（
一
九
六
一
年
八
月
二
十
五
日

刊
『
詩
学
』）
を
見
て
、
無
断
リ
ラ
イ
ト
し
た
ら
し
い
。
長
江
は
そ
の
文

中
で
、〔

略
〕
矢
代
書
店
〔
略
〕
詩
専
門
の
雑
誌
〔
略
〕
わ
た
し
に
そ
の
編

輯
が
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。〔
略
〕
わ
た
し
は
そ
こ
で
す
ぐ

神
戸
に
走
っ
て
〔
略
〕
竹
中
郁
さ
ん
に
共
同
責
任
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
約
束
し
た
。〔
略
〕
戦
争
中
の
詩
の
空
白
を
う
づ
め
て
、
も

う
い
ち
ど
戦
前
に
か
え
し
、
そ
こ
か
ら
再
出
発
す
る
こ
と
が
、
も
っ

と
も
中
道
を
え
た
方
向
だ
と
信
じ
た
〔
略
〕
戦
没
学
生
の
詩
の
遺
作

を
あ
つ
め
た
り
、
伊
東
静
雄
、
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
の
詩
集
、
安

部
公
房
、
耕
治
人
、
そ
の
他
の
人
々
の
詩
作
品
を
か
た
め
て
紹
介
も

し
た
。〔
略
〕
安
西
均
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
て
活
字
に
し
た
の

も
、
こ
の
雑
誌
が
最
初
で
あ
っ
た
と
思
う
。〔
略
〕

と
書
い
て
い
た
。
こ
れ
を
綴
り
あ
わ
せ
、『
詩
人
』
書
誌
的
事
項
を
例
え

ば
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
和
雑
誌
目
録
』
か
『
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵

主
要
雑
誌
目
録
』
か
何
か
に
拠
っ
て
書
き
加
え
る
と
、
原
崎
文
は
ほ
と
ん

ど
出
来
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
長
江
が
「
安
部
公
房
〔
略
〕
の
詩
作
品
を
か
た
め
て
紹
介
も
し

た
」
と
な
ぜ
誤
を
記
し
た
の
か
。『
詩
人
』
第
六
号
の
編
集
後
記
に
当
た

る
「
補
助
椅
子
」
欄
で
、
長
江
は
「
ｍ
」
の
署
名
で
「
本
誌
に
は
な
ほ
日

高
て
る
・
阿マ

マ

部
公
房
・
則
武
三
雄
・
中
野
明
・
上
井
正
三
・
高
城
猶
秀
の

諸
氏
の
作
品
が
収
め
き
れ
な
く
次
号
へ
お
く
つ
た
。」
と
書
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
編
集
段
階
で
安
部
公
房
の
詩
の
掲
載
を
決
定
し
な
が
ら
、
そ
れ

は
次
号
回
し
と
さ
れ
た
。
そ
の
『
詩
人
』
第
七
号
が
つ
い
に
出
ぬ
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
第
七
号
不
刊
を
忘
却
し
た
長
江
が
、
掲
載

と
誤
認
し
た
事
情
は
こ
れ
で
解
け
る
。

原
崎
文
の
影
響
が
、
例
え
ば
『
竹
中
郁
全
詩
集
』（
角
川
書
店
、
昭
和

五
十
八
年
三
月
七
日
）
所
載
・
足
立
巻
一
「
解
題
」
の
、

「
詩
人
」
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
、
長
江
道
太
郎
編
集
で
京
都
矢
代

書
店
か
ら
創
刊
さ
れ
、
十
一
月
ま
で
全
六
冊
を
出
し
た
が
、
竹
中
は

共
同
編
集
者
と
し
て
協
力
し
た
。
同
誌
は
戦
没
学
生
の
遺
作
、
伊
東

静
雄
、
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
、
安
倍
公
房
ら
の
作
品
特
集
を
組



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
一
一

み
、
終
戦
直
後
の
詩
の
復
興
に
貢
献
し
た
。

に
も
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
細
事
な
が
ら
注
意
し
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
雑
誌
の
解
題
紹
介
に
前
記
長
江
「
『
詩
人
』
始
末
」
を
最
重
要
参

考
文
献
と
し
た
点
は
よ
い
。
た
だ
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
、
抜
書
き
す
る
だ

け
で
は
い
け
な
い
。『
詩
人
』
は
、
国
会
図
書
館
・
日
本
近
代
文
学
館
ほ

か
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
珍
本
稀
覯
書
の
類
で
無
く
簡
単
に
閲
覧
出
来

る
。
手
間
を
省
か
ず
、
現
物
に
就
く
べ
き
で
あ
る
。

二

　

細
目
を
掲
げ
る
。

創
刊
号
　

昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
｟
｟

表
紙

〔
カ
ッ
ト
／
編
集
責
任
ス
タ
ッ
フ
名
〕
　

表
紙
裏

〔
扉
／
シ
エ
ス
ト
フ
の
言
葉
〕
　

〔
一
〕

〔
目
次
〕
　

〔
二
―
三
〕

　

室
生
犀
星
　
　

枯
木
山
／
砂
利
路
　

四
―
六

　

宮
野
尾
文
平
遺
稿
　

昔
は
も
の
を
／
喪
心
の
日
／
遠
日
　

七
―
一
二

　

ｍ
　

〔
宮
野
尾
文
平
に
つ
い
て
〕
　

一
二

　

杉
山
平
一
　
　

ミ
ラ
ボ
ー
橋
　

一
三
―
一
六

　

石
川
進
　
　
　

春
の
お
と
づ
れ
／
雪
空
　

一
七
―
一
九

　

永
瀬
清
子
　
　

踊
り
の
輪
　

二
〇
―
二
一

　

馬
渕
美
意
子
　

雲
／
つ
ま
ぐ
ろ
う
ん
か
　

二
二
―
二
四

　

山
崎
一
　
　
　

燕
　

二
五

　

内
山
義
郎
　
　

山
／
海
に
降
る
雪
／
山
の
雲
／
海
の
雲
　

二
六
―
二
九

　

大
山
定
一
　
　

詩
集
に
つ
い
て
　

三
〇
―
三
三
、四
八

　

三
好
達
治
　
　

秋
風
に
／
ひ
と
よ
ぎ
り
　

三
四
―
三
五

　

野
田
宇
太
郎
　

落
葉
　

三
六
―
三
七

　

平
井
弥
太
郎
　

地
の
頬
　

三
八
―
三
九

　

矢
野
玉
一
　
　

瀬
の
音
　

四
〇
―
四
一

　

福
原
清
　
　
　

砂
上
の
歌
　

四
二
―
四
三

　

竹
中
郁
　
　
　

ぼ
ろ
の
天
使
　

四
四
―
四
五

　

丸
山
薫
　
　
　

深
山
ぐ
ら
し
　

四
六
―
四
八

　

宍
戸
儀
一
　
　

文
学
の
外
に
　

四
九
―
五
三

〔
無
署
名
〕
　

詩
人
本
年
度
特
輯
号
予
告
　

五
三

　

竹
中
郁
　
　
　

コ
ク
ト
オ
解
義
　

五
四
―
五
七

〔
無
署
名
〕
　

詩
人
第
二
号
主
要
内
容
予
告
　

五
七

　

津
村
秀
夫
　
　

弟
信
夫
の
追
憶
　

五
八
―
六
四

〔
無
署
名
〕
　

公
募
詩
に
つ
い
て
　

六
四

　

近
況
報
告

　
　

伊
東
静
雄
　

近
況
　

六
五

　
　

竹
中
郁
　
　

七
七
亭
小
記
　

六
五

〔
矢
代
書
店
広
告
〕
　

六
五



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
一
二

　

ｍ
　

卓
上
私
語
　

六
六

　

編
輯
部
　

後
記
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙

第
二
号
　

二
月
号
　

昭
和
二
十
二
年
二
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
　

表
紙

〔
絵
／
公
募
詩
選
者
／
編
輯
責
任
ス
タ
ッ
フ
〕
　

表
紙
裏

〔
扉
／
ダ
ン
ツ
ェ
ル
の
言
葉
〕
　

〔
一
〕

〔
目
次
〕
　

〔
二
―
三
〕

　

荒
川
龍
彦
　

 

　

イ
ギ
リ
ス
現
代
詩
の
展
望
第
一
回
ヒ
ュ
ー
ム
以
後
　

四

　

―
一
一

〔
無
署
名
〕
　

次
号
予
告
　

一
一

　

小
野
十
三
郎
　

地
下
の
夜
　

一
二
―
一
三

　

岡
崎
清
一
郎
　

館
其
の
一
／
館
其
の
二
　

一
四
―
一
六

〔
無
署
名
〕
　

公
募
詩
に
つ
い
て
　

一
六

　

野
田
宇
太
郎
　

夜
あ
け
／
し
じ
み
蝶
　

一
七
―
一
九

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
九

　

竹
中
郁
　
　
　

家
の
肖
像
　

二
〇
―
二
一

　

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
＋
福
永
武
彦
　

夕
べ
の
諧
調
　

二
二
―
二
四

　

深
澤
紅
子
　
　

林
檎
園
の
小
径
　

二
五
―
二
九

　

近
況
雑
信

　

小
野
十
三
郎
　

無
季
俳
句
　

二
九

　

杉
山
平
一
　
　

三
角
／
年
齢
　

三
〇
―
三
一

　

貝
殻
手
帖

　
　

郁
　

ブ
レ
イ
ク
詩
選
　

三
〇
―
三
一

　

内
山
義
郎
　
　

距
離
／
生
　

三
二
―
三
四

　

深
澤
紅
子
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

三
四

　

山
本
沖
子
　
　

破
れ
た
絵
本
／
御
本
の
な
か
の
少
女
　

三
五
―
三
七

　

馬
渕
美
意
子
　

 

た
い
ざ
ん
ぼ
く
（
あ
さ
）
／
た
い
ざ
ん
ぼ
く
（
よ
る
）

三
八
―
三
九

　

福
永
武
彦
　
　

晩
い
湖
　

四
〇
―
四
一

　

野
村
英
夫
　
　

司
祭
館
　

四
二
―
四
三

　

大
山
定
一
　
　

散
文
に
つ
い
て
　

四
四
―
四
七

〔
矢
代
書
店
広
告
〕
　

四
七

　

草
野
心
平
　
　

雑
雑
の
俎
（
Ⅰ
）
　

四
八
―
五
〇

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

五
一

　

貝
殻
手
帖

　
　

ｍ
　

貝
殻
手
帳
　

ｚ
氏
へ
の
書
簡
　

五
一
―

　

長
江
道
太
郎
　

雪
　

五
二
―
五
三

　

ｔ
　

卓
上
私
室
　

五
四
―
五
五



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
一
三

　

ｍ
　

卓
上
私
室
　

五
五

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

五
六

　

蔵
原
伸
二
郎
　

ほ
て
い
　

五
六
―
五
七

　

ヘ
ッ
セ
＋
谷
友
幸
訳
　

詩
に
つ
い
て
　

五
八
―
六
一

　

矢
代
書
店
　
　

近
刊
詩
集
　

六
一

　

河
井
酔
茗
　
　

現
代
詩
史
（
一
）
　

六
二
―
六
四

　

ｍ
　

補
助
椅
子
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙

第
三
号
　

四
月
号
　

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
　

表
紙

〔
絵
／
編
輯
責
任
〕
　

表
紙
裏

〔
扉
／
目
次
〕
　

〔
一
〕

　

阿
部
六
郎
　
　

人
間
の
恢
復
　

二
―
七

　

平
田
次
三
郎
　

憂
愁
の
精
神
　

八
―
一
四

　

矢
代
書
店
　
　

近
刊
　

一
四

　

大
山
定
一
　
　

冬
日
抄
　

一
五
―
一
七

　

編
輯
部
　
　
　

付
記
　

一
七

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
七

　

三
好
達
治
　
　

陶
の
そ
め
絵
　

一
八
―
一
九

　

ボ
オ
ド
レ
エ
ル 

＋
福
永
武
彦
　

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
詩
の
解
説
（
２
）
先

の
世
　

二
〇
―
二
二

　

木
水
弥
三
郎
　

秋
の
雪
／
い
ほ
ざ
ゐ
　

二
三

　

竹
中
郁
　
　
　

生
き
て
ゐ
る
十
人
の
友
の
墓
碑
銘
　

二
四
―
二
七

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二
八

　

丸
山
薫
　
　
　

運
命
／
齢
　

二
八
―
二
九

　

葡
萄
園

　
　

藤
原
定
　
　
　

或
る
碁
会
所
　

三
〇
―
三
一

　
　

井
上
靖
　
　
　

渦
／
流
星
　

三
一
―
三
二

　

杉
山
平
一
　
　

汽
車
の
周
囲
　

三
三
―
三
四

　

北
川
桃
雄
　
　

暮
庭
　

三
五

　

内
山
義
郎
　
　

神
に
つ
い
て
／
火
山
　

三
六
―
三
七

　

馬
渕
美
意
子
　

き
り
ぎ
り
す
挽
歌
　

三
八
―
三
九

　

長
江
道
太
郎
　

言
葉
　

四
〇
―
四
七

〔
無
署
名
〕
　

次
号
予
告
　

四
七

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

四
八

　

尾
崎
喜
八
　
　

冱
寒
の
花
　

四
八
―
四
九

　

草
野
心
平
　
　

雑
雑
の
俎
（
２
）
　

五
〇
―
五
二

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

五
三

　

野
村
英
夫
　
　

雲
花
小
鳥
　

五
三
―
五
六



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
一
四

　

郁
　
　
　
　
　

木
曜
言
　

五
七

　

ｍ
　

〈
詩
人
〉
友
の
会
通
信
　

五
七

四
月
作
品
集

　

吉
本
千
織
　
　

海
に
向
ふ
う
た
　

五
八
―
五
九

　

无
縫
　
　
　
　

閑
居
　

五
九

　

和
知
誠
之
助
　

霜
夜
　

六
〇

　

久
野
斌
　
　
　

雪
景
色
　

六
〇

　

白
柳
鎔
　
　
　

河
原
に
て
　

六
一

選
者
の
言
葉

　

草
野
心
平
　
　

選
後
寸
感
　

六
二

　

三
好
達
治
　
　

灯
下
言
　

六
二

　

ｍ
　

卓
上
私
室
　

六
三
―
六
四

〔
無
署
名
〕
　

公
募
詩
に
つ
い
て
　

六
四

　

ｍ
　

補
助
椅
子
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙

第
四
号
　

五
・
六
月
号
　

昭
和
二
十
二
年
六
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
　

表
紙

〔
絵
／
編
輯
責
任
〕
　

表
紙
裏

〔
扉
／
目
次
〕
　

〔
一
〕

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二

　

加
藤
周
一
　
　

ヴ
ァ
レ
リ
イ
頌
　

二
―
九

　

安
西
均
　
　
　

天
の
シ
グ
ナ
ル
　

一
〇

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
〇

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
一

　

福
永
武
彦
　
　

純
粋
詩
の
系
譜
　

一
一
―
二
四

　

矢
代
書
店
　
　

近
刊
　

二
四

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二
五

　

野
村
英
夫
　
　

降
誕
祭
の
夜
だ
つ
た
　

二
五

　

飯
沼
文
子
　
　

半
か
け
の
月
　

二
六
―
二
七

　

原
條
あ
き
子
　

髪
　

二
七

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二
八

貝
殻
手
帖

　

高
橋
義
孝
　
　

鴎
外
の
こ
と
　

二
八

　

杉
山
平
一
　
　

ヴ
ア
レ
リ
イ
の
ド
ガ
か
ら
　

二
八
―
二
九

　

成
田
成
壽
　
　

清
純
な
恋
物
語
　

二
九
―
三
〇

　

今
官
一
　
　
　

〈
あ
ぢ
る
〉
の
壁
書
　

三
〇
―
三
二

　

工
藤
好
美
　
　

文
学
と
文
体
　

三
二
―
三
三

〔
無
署
名
〕
公
募
詩
に
つ
い
て
　

三
三

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

三
四



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
一
五

　
 

耕
治
人
　

近
作
詩
集
第
一
回
　

耕
治
人
詩
抄
　

桃
の
花
／
白
昼
／
鴎
の

　
　

 

奪
取
／
粉
ふ
く
愛
人
／
死
／
榊
／
春
菊
／
わ
た
し
達
の
暮
し
は
頂
点

に
て
／
一
旦
破
れ
る
／
葱
／
花
／
花
　

三
四
―
四
八

　

中
島
栄
次
郎
　

詩
の
論
理
と
言
語
　

四
九
―
五
七

　

編
輯
部
　

附
記
　

五
七

　

ｍ
　

卓
上
私
室
　

五
七

　

草
野
天
平
　
　

梅
雨
　

五
八

　

窪
田
啓
作
　
　

エ
ウ
パ
リ
ノ
ス
に
就
い
て
　

五
九
―
六
五

　

丸
山
豊
　
　
　

野
鴨
　

六
六

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

六
六

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

六
七

　

片
山
敏
彦
　
　

紫
水
晶
　

六
七
―
七
九

　

耕
治
人
　
　
　

附
記
　

七
九

　

選
者
の
言
葉

　
　

三
好
達
治
　

灯
下
言
　

八
〇

　
　

草
野
心
平
　

選
後
感
　

八
〇

〔
無
署
名
〕
　

短
信
　

八
〇

　

ｍ
　

補
助
椅
子
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
金
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙

第
五
号
　

昭
和
二
十
二
年
八
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
　

表
紙

〔
編
輯
責
任
〕
　

表
紙
裏

〔
扉
／
目
次
〕
　

〔
一
〕

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
〔
桜
井
康
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二

　

藤
原
定
　
　
　

転
位
　

二
―
一
〇

　

草
野
心
平
　
　

雑
雑
の
俎
３
　

一
一
―
一
四

　

野
田
宇
太
郎
　

屋
上
庭
園
第
二
号
　

一
四
―
一
八

　

ｍ
　

短
信
　

一
八

　

阿
部
保
　
　
　

黄
蝶
を
思
ふ
　

一
九

　

 

北
畠
八
穂
　

近
作
詩
集
第
二
回
　

北
畠
八
穂
詩
抄
　

雪
原
／
北
の
忘
れ

　
　

 

も
の
／
し
ん
じ
ゆ
／
信
仰
／
安
ら
ぎ
／
み
ん
な
読
む
本
／
く
も
り
／

三
つ
ま
た
の
木
／
足
音
の
な
い
人
／
む
き
　

二
〇
―
二
七

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二
八

　

西
脇
順
三
郎
　

紀
行
　

二
八
―
三
〇

　

マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
　

作
品
集
第
一

　
　

福
永
武
彦
　
　

解
説
　

三
一
―
三
二

　
　

中
村
眞
一
郎
　

炎
　

三
三

　
　

窪
田
啓
作
　
　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　

三
三
―
三
四

　
　

加
藤
周
一
　
　

月
夜
　

三
四

　
　

原
條
あ
き
子
　

秋
の
歌
　

三
四
―
三
五



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
一
六

　
　

福
永
武
彦
　
　

火
の
島
　

三
五

　

野
村
英
夫
　
　

眠
り
の
誘
ひ
　

三
六

　

市
川
俊
彦
　
　

ガ
ス
　

三
六

　

内
山
義
郎
　
　

天
地
　

三
七

　

天
野
忠
　
　
　

夜
の
命
　

三
七

　

長
江
道
太
郎
　

飾
画
　

三
八

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

三
九

　

矢
本
貞
幹
　
　

純
粋
詩
論
　

三
九
―
四
五

　

藤
島
宇
内
　
　

湖
畔
　

四
六
―
四
八

　

竹
中
郁
　
　
　

動
物
磁
気
　

四
九
―
五
一

　

ｍ
　

卓
上
私
室
　

五
二
―
五
三

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

五
四

　

大
山
定
一
　
　

オ
ノ
マ
ト
ペ
　

五
四
―
五
八

〔
無
署
名
〕
　

詩
人
次
号
予
告
　

五
八

　

杉
山
平
一
　
　

声
　

五
九
―
六
二

〔
無
署
名
〕
　

公
募
詩
に
つ
い
て
　

六
二

〔
無
署
名
〕
　

出
版
通
信
　

矢
代
書
店
　

六
二

　

八
月
集

　
　

若
生
真
佐
江
　

御
復
活
祭
　

六
三

　
　

原
田
健
次
　
　

生
活
　

六
三

　
　

小
石
原
昭
　
　

か
な
し
き
買
物
　

六
四

　

選
者
の
言
葉

　
　

草
野
心
平
　

選
後
寸
感
　

六
四

　
　

三
好
達
治
　

灯
下
言
　

六
四

　

ｍ
　

補
助
椅
子
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
金
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙

第
六
号
　

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行

〔
表
紙
〕
　

倉
田
叕
　

表
紙

〔
扉
／
目
次
〕
　

表
紙
裏

　

窪
田
啓
作
　

 

フ
ラ
ン
ス
詩
人
研
究
そ
の
一
　

頌
　

レ
オ
ン
・
ド
ー
ベ
ル

一
―
九

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
〇

　

伊
東
静
雄
　

 

近
作
詩
集
第
三
回
　

伊
東
静
雄
作
品
鈔
　

は
し
が
き
／
野

の
夜
／
夕
映
／
雲
雀
／
訪
問
者
／
中
心
に
燃
え
る
／
夏
の

終
り
／
帰
途
　

一
〇
―
一
六

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

一
七

　

木
水
弥
三
郎
　

北
緯
／
裾
野
／
琴
／
影
／
春
／
北
国
　

一
八
―
一
九

　

草
野
心
平
　
　

雑
雑
の
俎
５
　

石
川
善
助
の
こ
と
　

二
〇
―
二
三

　

馬
渕
美
意
子
　

あ
り
あ
け
の
月
へ
の
お
も
ひ
　

二
四
―
二
五



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
一
七

　

笹
沢
美
明
　
　

 

私
の
歌
は
迷
つ
て
ゐ
る
／
夏
の
樹
／
部
屋
　

二
六
―

二
七

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

二
八

　

富
士
正
晴
　
　

ぶ
ら
ん
こ
　

二
八
―
二
九

　

長
光
太
　
　
　

擬
唱
　

三
〇
―
三
一

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

三
二

　

丸
山
薫
　
　
　

 

青
春
抄
　

虹
／
花
／
夜
に
／
さ
び
し
い
宇
宙
　

三
二
―

三
四

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

三
五

　

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
＋
福
永
武
彦
　

憂
愁
と
放
浪
　

三
六
―
四
〇

　

野
間
宏
　
　
　

星
座
の
痛
み
　

四
一

　

安
西
冬
衛
　
　

燕
　

四
二
―
四
三

　

山
本
沖
子
　
　

 「
花
の
木
の
椅
子
」
以
後
　

お
か
あ
さ
ん
が
死
ん
だ
あ

と
で
／
小
さ
い
風
景
／
晴
子
の
骨
壷
／
月
夜
　

四
四
―

四
五

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

四
五

　

野
村
英
夫
　
　

雲
・
花
・
小
鳥
２
　

四
六
―
四
八

　

加
藤
周
一
　
　

 

四
章
　

伊
藤
左
千
夫
の
主
題
に
よ
る
四
つ
の
四
行
詩
　

四
九

〔
無
署
名
〕
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

四
九

　

内
山
義
郎
　

家
　

五
〇
―
五
一

　

マ
チ
ス
　

〔
カ
ッ
ト
〕
　

五
二

　

 

真
壁
仁
　

地
の
星
／
山
の
蝶
／
雲
は
ま
ば
ゆ
く
光
を
は
ら
み
　

五
二
―

五
四

　

十
一
月
集

　
　

井
上
エ
シ
ノ
　

か
ら
の
へ
う
　

五
五

　
　

无
縫
　

ゆ
め
の
あ
と
に
　

五
五
―
五
六

小
石
原
昭
　
　

旅
　

五
六

　

朝
戸
秋
子
　
　

母
の
国
　

五
六
―
五
七

　

選
者
の
言
葉

　
　

草
野
心
平
　
　

選
寸
感
　

五
八

　
　

三
好
達
治
　
　

灯
下
言
　

五
八

〔
無
署
名
〕
　

公
募
詩
に
つ
い
て
　

五
八

　

竹
中
郁
　

筑
後
柳
河
　

五
九
―
六
四

　

ｍ
　

卓
上
私
室
　

六
三

〔
無
署
名
〕
　

遅
刊
そ
の
他
に
つ
い
て
　

六
四

　

ｍ
　

補
助
椅
子
　

裏
表
紙
裏

〔
無
署
名
〕
　

本
誌
購
読
料
金
　

裏
表
紙
裏

〔
奥
付
〕
　

裏
表
紙
裏

〔
裏
表
紙
〕
　

裏
表
紙
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合
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京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
一
八

三

現
物
を
見
る
と
、
正
鵠
を
射
た
杉
山
回
想
に
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ

る
。
今
は
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
全
国
誌
と
い
う
切
り
口
で
ま
と
め
な
お

そ
う
。

『
詩
人
』
は
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
付
け
よ
り
十
一
月
一
日
付
け
ま

で
六
冊
、
京
都
市
丸
太
町
通
河
原
町
西
・
矢
代
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
詩

雑
誌
で
あ
る
。
Ａ
5
判
64
ペ
ー
ジ
〔
創
刊
号
は
66
ペ
ー
ジ
、
4
号
は
80

ペ
ー
ジ
〕。
月
刊
が
途
中
よ
り
乱
れ
、
印
刷
所
を
替
え
て
〔
印
刷
者
、
1

～
2
号
は
土
山
定
治
郎
、
3
号
以
後
は
若
林
吉
郎
兵
衛
〕、
対
応
し
た
。

編
集
者
は
、
長
江
道
太
郎
・
竹
中
郁
で
あ
る
。
事
務
を
、
大
谷
弘
・
山
北

孝
之
が
担
当
。
編
集
室
は
矢
代
書
店
内
に
置
か
れ
た
が
、
6
号
で
は
京
都

市
左
京
区
下
鴨
宮
崎
町
五
九
長
江
方
へ
移
る
。

京
都
は
三
大
都
市
中
、
最
も
空
襲
を
受
け
る
こ
と
少
な
く

―
原
爆
投

下
予
定
地
で
あ
っ
た
た
め
と
現
在
は
知
ら
れ
て
い
る

―
、
敗
戦
直
後
、

出
版
事
業
が
叢
生
し
た
。

矢
代
書
店
も
そ
の
一
つ
。
主
人
は
矢
代
庄
兵
衛
、
京
都
市
中
京
区
河
原

町
四
条
上
ル
・
回
天
堂
〔
書
籍
小
売
商
〕
の
経
営
者
〔
一
九
四
一
年
よ

り
〕
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
六
月
、
出
版
事
業
に
進
出
、
左
京
区
下
鴨

宮
崎
町
に
矢
代
書
店
を
設
立
。
雑
誌
『
随
筆
』
を
創
刊
し
た
。
単
行
本
を

数
冊
刊
行
す
る
。
一
九
四
七
年
よ
り
、
丸
太
町
通
河
原
町
西
へ
移
転
し
た
。

長
江
は
『
詩
人
』
創
刊
に
つ
い
て
、

戦
争
が
終
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
。
い
ま
「
骨
」

の
同
人
で
あ
る
日
本
画
家
の
佐
々
木
邦
彦
さ
ん
の
紹
介
で
、
た
ま
た

ま
矢
代
書
店
の
主
人
を
知
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
雑
誌
の
創
刊
の
機
縁

で
あ
っ
た
。
す
で
に
「
随
筆
」
と
い
う
月
刊
雑
誌
を
、
つ
い
先
日
な

く
な
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
の
小
牧
教
授
を
顧
問
に
し
て
書
店
で
は
出
し

て
い
た
が
、
も
ひ
と
つ
文
学
雑
誌
も
出
し
て
み
た
か
っ
た
ら
し
い
、

だ
が
、
書
店
の
都
合
も
あ
っ
て
、
詩
専
門
の
雑
誌
に
企
劃
が
き
り
代

え
ら
れ
て
、
わ
た
し
に
そ
の
編
輯
が
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

雑
誌
の
題
は
、
書
店
の
希
望
も
あ
っ
て
「
詩
人
」
と
き
ま
っ
た
。
　

と
書
く
。
佐
々
木
邦
彦
は
『
随
筆
』
に
カ
ッ
ト
を
描
い
て
い
た
。

当
時
ま
だ
〝
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
〟
の
面
影
を
持
つ
京
都
で
あ
る
。
共

同
責
任
編
集
者
・
竹
中
郁
は
か
つ
て
シ
ネ
ポ
エ
ム
を
書
き
、
そ
の
一
つ

「
ラ
グ
ビ
イ
」
を
長
江
は
『
詩
と
詩
論
』
で
高
評
し
た
。『
舗
道
』
の
詩

人
・
長
江
は
大
学
卒
業
後
、
映
画
人
で
あ
っ
た
し
、
杉
山
に
も
映
画
評
論

の
仕
事
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
竹
中
は
「「
近
代
風
景
」（
大
正
末
年
北
原
白
秋
さ
ん
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
雑
誌
）
以
来
の
先
輩
で
あ
る
」。
と
も
に
『
四
季
』
に
詩

を
発
表
し
た
経
験
を
持
つ
。
作
風
は
、
長
江
が
〝
北
・
冬
〟
的
、
竹
中
が

〝
南
・
夏
〟
的
と
い
え
よ
う
か
、
絶
妙
な
コ
ン
ビ
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
十
月
一
日
刊
『
随
筆
』
の
「
編
輯
後
記
」
に



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
一
九

△
近
刊
　

詩
雑
誌
「
詩
人
」
御
紹
介

来
る
十
一
月
下
旬
よ
り
、
歴
程
派
と
四
季
派
を
包
含
し
ま
し
た
本
邦

唯
一
の
詩
誌
と
し
て
「
詩
人
」
を
発
刊
致
す
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

之
は
直
接
御
購
読
を
主
と
し
、
会
員
制
度
的
な
御
購
読
方
法
を
と
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
必
ず
御
期
待
に
添
ひ
得
る
と
信
じ
ま
す
。
皆

様
の
知
己
、
友
人
に
御
紹
介
の
程
を
。
御
購
読
料
　

半
年
分
　

三
三

円
（
送
料
共
）
　

一
年
分
　

六
五
円
（
送
料
共
）

と
予
告
さ
れ
、
創
刊
号
が
一
九
四
六
年
十
二
月
中
旬
に
発
売
さ
れ
た
（
昭

和
二
十
二
年
一
月
一
日
刊
『
随
筆
』
九
一
頁
広
告
）。
岡
山
の
『
文
学
祭
』

第
四
号
（
一
九
四
七
年
一
月
十
日
刊
）
表
紙
裏
に
「
現
代
詩
文
学
の
／
あ

た
ら
し
き
回
復
の
た
め
に
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
広
告
を
載
せ
る
。

『
詩
人
』
は
、
執
筆
者
陣
容
に
お
い
て
「
歴
程
派
と
四
季
派
を
包
含
」

方
針
を
実
施
し
た
。
丸
山
薫
・
三
好
達
治
は
『
四
季
』
編
集
者
、
竹
中
・

杉
山
平
一
・
伊
東
静
雄
・
大
山
定
一
・
蔵
原
伸
二
郎
は
、『
四
季
』
同

人
。
草
野
心
平
は
『
歴
程
』
編
集
者
、
藤
原
定
・
馬
渕
美
恵
子
・
小
野

十
三
郎
・
岡
崎
清
一
郎
は
、『
歴
程
』
同
人
で
あ
っ
た
。

投
稿
詩
選
者
が
、
草
野
と
三
好
。
長
江
も
詩
論
へ
踏
み
出
す
。

特
集
や
再
掲
も
試
み
た
。
貴
重
な
紙
を
有
効
活
用
す
べ
く
、
小
活
字
を

駆
使
し
、
充
実
し
た
誌
面
を
工
夫
す
る
。

表
紙
は
、
国
画
会
・
倉
田
叕
の
装
丁
で
あ
る
。
杉
山
回
想
に
「
わ
が
国

の
文
芸
雑
誌
の
表
紙
は
、
戦
前
の
、
佐
野
繁
次
郎
の
手
に
な
る
「
文
芸
」

が
美
し
い
が
、
こ
の
京
都
の
「
詩
人
」
の
表
紙
の
字
と
デ
ザ
イ
ン
も
、
そ

れ
に
比
肩
す
る
も
の
と
私
は
思
っ
た
。」
と
言
う
。
良
い
出
来
栄
え
で

あ
っ
た
。
倉
田
は
『
歴
程
』
執
筆
者
で
あ
り
、
当
時
京
都
市
左
京
区
下
鴨

に
在
住
し
て
い
た
。
倉
田
・
馬
渕
夫
婦
は
山
形
市
で
敗
戦
を
迎
え
、
土
井

虎
賀
寿
に
招
か
れ
て
入
洛
。
下
鴨
西
梅
ノ
木
町
・
土
井
宅
同
居
中
の
雰
囲

気
は
、
青
山
光
二
の
小
説
『
わ
れ
ら
が
風
狂
の
師
』
か
ら
窺
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
一
九
四
七
年
中
に
、
下
鴨
高
木
町
の
上
野
氏
宅
二
階
へ
脱
出
す
る
。

さ
て
『
詩
人
』
は
、
巻
頭
が
室
生
犀
星
作
で
あ
る
よ
う
に
、
既
成
大
家

の
寄
稿
が
目
立
つ
。
け
れ
ど
も
、
編
者
が
既
成
大
家
を
い
た
ず
ら
に
有
り

難
が
る
気
の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
竹
中
郁
「
木
曜
日
」
記
事
に
明
ら
か

で
、
一
流
誌
誌
面
を
装
う
た
め
に
並
べ
た
の
で
は
な
い
。

逆
に
い
う
と
、
詩
人
は
義
理
作
で
な
く
力
作
を
『
詩
人
』
に
寄
せ
て
い

る
。
三
好
達
治
は
、
後
刊
の
詩
集
『
駱
駝
の
瘤
に
ま
た
が
っ
て
』
冒
頭
詩

「
秋
風
に
」
を
、
本
誌
に
発
表
し
た
〔
詩
集
収
録
時
、
総
題
「
間
人
断

章
」
を
付
し
、
詩
初
出
第
二
行
「
う
た
の
小
琴
は
ふ
り
た
れ
ど
」
を
「
越

路
の
は
て
の
草
の
戸
に
」
と
改
訂
す
る
が
〕。
竹
中
郁
も
、
後
刊
の
詩
集

『
動
物
磁
気
』
の
書
名
と
も
な
る
詩
「
動
物
磁
気
」
を
、
本
誌
に
発
表
し

た
〔
詩
集
収
録
時
、
第
十
二
連
「
テ
ラ
コ
ッ
タ
」
を
「
テ
ラ
カ
ッ
タ
」
と

改
定
〕。
題
材
に
焦
土
と
化
し
た
神
戸
の
生
気
を
取
上
げ
た
。
杉
山
平
一

も
、
後
刊
の
小
説
集
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』（
審
美
社
、
一
九
五
二
年
九
月
十

日
）
の
書
名
と
も
な
る
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
を
、
本
誌
に
発
表
し
た
。
長
江



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
二
〇

は
こ
れ
を
散
文
詩
と
取
り
扱
っ
た
が
、
杉
山
は
小
説
の
つ
も
り
で
あ
っ
た

〔
小
説
集
収
録
時
、
最
終
段
落
「
僕
は
何
だ
つ
ま
ら
な
い
と
い
ふ
風
な
軽

い
返
事
を
し
て
そ
つ
ぽ
む
い
た
。
し
か
し
こ
み
上
げ
て
く
る
慟
哭
の
や
う

な
も
の
を
、
お
さ
へ
る
た
め
に
し
ば
ら
く
だ
ま
つ
て
ゐ
た
。」
中
の
「
し

か
し
」
を
「
そ
し
て
」
と
改
訂
し
、
作
品
後
の
「
一
九
四
六
・
九
・
一
五
」

を
削
除
す
る
な
ど
本
文
異
同
は
多
い
〕。
ア
ポ
リ
ネ
ー
ルle pont 

M
irabeau

に
重
ね
つ
つ
、
流
転
す
る
宝
塚
少
女
歌
劇
生
徒
を
見
て
動
く

〈
僕
〉
の
心
を
綴
っ
た
。

そ
の
他
、『
詩
人
』
は
、
多
く
の
詩
集
収
録
詩
の
初
出
誌
と
な
る
。

三
好
達
治
「
ひ
と
よ
ぎ
り
」
は
、
詩
集
『
駱
駝
の
瘤
に
ま
た
が
っ
て
』

に
収
録
さ
れ
る
〔
た
だ
し
、「
馬
お
ひ
む
し
」
と
改
題
。
初
出
第
二
行

「
う
た
の
あ
は
れ
や
も
の
の
端
に
」
を
第
二
行
「
う
た
の
あ
は
れ
や
」
第

三
行
「
も
の
の
端
に
」
と
改
行
し
、
初
出
第
三
・
四
行
「
わ
れ
ら
は
な
に

を
お
ふ
な
ら
む
／
あ
は
れ
と
き
か
せ
ひ
と
よ
ぎ
り
」
を
削
除
す
る
〕。
竹

中
郁
「
ぼ
ろ
の
天
使
」「
家
の
肖
像
」「
生
き
て
ゐ
る
十
人
の
友
の
墓
碑
銘
」

は
、
詩
集
『
動
物
磁
気
』
に
収
録
さ
れ
る
〔
そ
の
際
、「
家
の
肖
像
」

は
、
初
出
「
し
ぼ
り
さ
し
の
干
し
物
張
り
板
」
を
「
し
ぼ
り
さ
し
の
干
し

物
」、「
厠
の
か
べ
の
お
ち
た
あ
と
」
を
「
厠
の
か
べ
の
し
み
の
あ
と
」、

「
み
ん
な
同
じ
だ
　

ま
る
で
同
じ
だ
」
を
「
み
ん
な
同
じ
だ
」、「
こ
こ

の
」
を
「
そ
つ
と
」、「
か
す
れ
た
声
の
そ
の
返
事
は
」
を
「
そ
の
し
わ
が

れ
た
声
の
返
事
は
」、「
あ
た
た
か
い
の
や
ら
、
す
っ
ぱ
い
の
や
ら
」
を

「
あ
っ
た
か
い
も
の
や
ら
、
す
っ
ぱ
い
も
の
や
ら
」
と
改
定
。「
生
き
て
ゐ

る
十
人
の
友
の
墓
碑
銘
」
は
、「
春
山
行
夫
」
項
四
行
目
「
詩
人
を
集
め

た
」
を
削
除
、「
黄
瀛
」
項
六
行
目
「
そ
こ
ら
が
も
う
見
切
り
時
だ
よ
」

を
「
も
う
見
切
り
時
だ
よ
　

そ
こ
い
ら
が
」
と
改
定
〕。
内
山
義
郎
「
山
」

「
距
離
」「
火
山
」「
天
地
」
は
、
詩
集
『
沙
上
の
人
』（
木
曜
書
房
、

一
九
五
九
年
三
月
十
二
日
）
に
収
録
さ
れ
る
〔
た
だ
し
、「
山
」
初
出

「
ゐ
た
」
を
現
在
形
「
ゐ
る
」
と
改
訂
し
、「
天
地
」
は
「
戦
争
を
越
え
て

Ⅲ
」
と
改
題
す
る
な
ど
異
同
あ
り
〕。
野
村
英
夫
「
司
祭
館
」
は
、
自
筆

版
が
詩
集
『
司
祭
館
』（
冬
至
書
房
、
一
九
七
〇
年
二
月
十
日
）
に
載
る
。

以
後
も
詩
集
・
全
集
に
収
録
さ
れ
る
。
山
本
沖
子
「
破
れ
た
絵
本
」「
御

本
の
な
か
の
少
女
」
は
、
詩
集
『
花
の
木
の
椅
子
』（
創
元
社
、

一
九
四
七
年
三
月
十
五
日
）
に
収
録
さ
れ
る
。
安
西
均
「
天
の
シ
グ
ナ

ル
」
は
、
詩
集
『
花
の
店
』（
学
風
書
院
、
一
九
五
五
年
十
一
月
五
日
）

に
収
録
さ
れ
る
〔
改
定
は
表
記
上
の
み
〕。

な
ど
。

詩
集
だ
け
で
な
く
小
説
に
も
成
長
し
た
例
は
、
井
上
靖
の
散
文
詩

「
渦
」「
流
星
」
で
あ
る
。「
渦
」
の
、
南
紀
鬼
ケ
城
か
ら
帰
っ
た
「
私
」

が
「
そ
こ
遠
い
熊
野
灘
の
一
隅
の
黯
い
潮
の
流
動
〔
略
〕
く
ろ
い
潮
の
お

も
て
に
隠
見
し
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
名
知
ら
ぬ
藻
の
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
碧

り
の
切
な
さ
を
見
つ
め
て
ゐ
る
と
、
真
実
、
い
つ
か
鬼
以
外
の
何
も
の
で

も
な
く
な
つ
て
ゐ
る
己
が
心
に
冷
く
思
ひ
当
る
の
で
あ
つ
た
。」
を
、
小



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
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部
　

功
夫

二
二
一

説
『
黯
い
潮
』（
一
九
五
〇
年
七
月
～
十
月
刊
『
文
藝
春
秋
』）
で
は
、
Ｋ

新
聞
社
で
下
山
事
件
デ
ス
ク
を
担
当
す
る
主
人
公
が
「
黯
い
潮
の
流
動
す

る
中
に
、
時
折
隠
顕
す
る
青
い
藻
の
動
き
を
見
詰
め
て
い
る
よ
う
な
、
暗

い
、
し
か
し
静
か
な
、
そ
れ
は
ど
こ
か
祈
り
に
似
た
感
情
」
を
持
つ
と
こ

ろ
に
活
か
さ
れ
る
。
散
文
詩
「
渦
」
は
、
詩
集
『
北
国
』（
創
元
社
、

一
九
五
八
年
五
月
十
五
日
）
に
収
録
さ
れ
る
〔
初
出
の
誤
植
を
訂
正
し
、

「
静
か
な
る
」
を
「
静
か
な
」、「
暗
褐
色
の
岩
礁
の
」
を
「
暗
褐
色
の
」

な
ど
と
改
訂
し
て
〕。

『
詩
人
』
は
、
埋
没
寸
前
の
先
人
作
品
を
拾
っ
た
。

宮
野
尾
文
平
の
遺
作
を
載
せ
る
。
戦
没
学
生
・
宮
野
尾
文
平
に
つ
い
て

は
花
木
正
和
『
戦
争
と
詩
人
』（
蜘
蛛
出
版
社
、
一
九
八
一
年
八
月
三
十

日
）
に
詳
し
い
。

中
島
栄
次
郎
の
遺
作

―
掲
載
時
点
で
は
行
方
不
明

―
を
載
せ
た
。

不
明
示
の
初
出
は
、
昭
和
八
年
七
月
一
日
刊
『
思
想
』
に
沖
崎
猷
之
助
名

義
で
発
表
し
た
「
詩
の
論
理
と
言
語
」
で
あ
る
〔
ド
イ
ツ
語
の
綴
り
な
ど

に
誤
植
が
生
じ
、
表
記
上
の
改
訂
も
多
い
が
、
略
〕。
中
島
栄
次
郎
に
つ

い
て
は
野
田
又
夫
解
題
『
中
島
栄
次
郎
著
作
選
』（
澤
森
芙
紗
子
・
鈴
木

真
理
子
、
一
九
九
三
年
十
一
月
五
日
）
に
詳
し
い
。

矢
本
貞
幹
「
純
粋
詩
論
」
も
再
録
で
あ
る
。
不
明
示
の
初
出
は
、

一
九
三
四
年
六
月
一
日
刊
『
文
化
』。
そ
の
「
ま
え
が
き
」「
一
」
部
分
で

あ
る
〔
異
同
が
夥
し
い
〕。
の
ち
『
矢
本
貞
幹
文
芸
論
集
』（
研
究
社
出

版
、
一
九
八
五
年
五
月
二
十
五
日
）
に
収
録
さ
れ
る
。

耕
治
人
の
、
当
時
未
集
成
の
詩
集
を
試
み
る
。
今
は
『
耕
治
人
全
詩

集
』（
武
蔵
野
書
房
、
一
九
八
〇
年
九
月
三
十
日
）
に
収
め
ら
れ
る
。
同

書
「
自
筆
年
譜
」
昭
和
二
十
二
年
項
に
「
京
都
の
矢
代
書
店
発
行
の
『
詩

人
』（
五
・
六
月
合
併
号
）
に
、
未
発
表
、
既
発
表
の
詩
を
含
め
十
一
編
を

発
表
で
き
た
の
は
、
編
集
者
の
長
江
道
太
郎
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
。
留
置

場
で
全
身
に
で
き
た
疥
癬
の
後
遺
症
に
悩
み
な
が
ら
、
ま
と
め
た
。」
と

回
想
す
る
。

『
詩
人
』
は
、
勿
論
、
新
人
を
掘
り
起
こ
し
た
。

飯
沼
文
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
。
飯
沼
は
、「
戦
後
　

京
都
で
『
詩
人
』

と
い
う
詩
の
雑
誌
を
本
屋
の
店
頭
で
見
か
け
た
飯
沼
が
、
そ
の
編
集
者
で

あ
る
長
江
道
太
郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
シ
ン
ゾ
ウ
に
も
　

私
の
詩
を
持
ち
こ

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
長
江
さ
ん
と
私
と
の
か
か
わ
り
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
下
鴨
の
お
宅
に
う
か
が
っ
た
の
は
三
十
八
年
も
前
の
こ
と
に
な

る
。」
と
回
顧
す
る
（
「
〝
飾
画
〟」〔
一
九
八
五
年
十
二
月
一
日
刊
『
歴

程
』〕）。

「
安
西
均
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
て
活
字
に
し
た
」
云
々
は
、
長
江
の

誤
解
で
あ
る
。
た
だ
『
講
座
・
日
本
現
代
詩
史
第
四
巻
』（
右
文
書
院
、

一
九
七
三
年
十
一
月
三
十
日
）
で
小
川
和
佑
「
戦
後
の
抒
情
詩
」
が
言
う

よ
う
に
「
安
西
の
戦
後
の
詩
が
は
じ
め
て
広
い
読
者
の
目
に
触
れ
た
の

は
」
本
誌
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
二
二

前
記
の
ご
と
く
安
倍
公
房
特
集
は
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
第
七
号
が

出
て
い
れ
ば
安
部
公
房
著
作
の
活
字
第
一
作
掲
載
誌
と
い
う
栄
誉
を
担
え

た
だ
け
に
、
残
念
で
あ
る
。
阿
部
六
郎
の
推
薦
が
あ
っ
た
た
め
か
と
も
思

う
が
、
安
倍
詩
の
掲
載
決
定
は
英
断
で
あ
っ
た
。『
詩
人
』
編
集
者
の
先

見
の
明
を
証
明
す
る
。

四

『
詩
人
』
が
、
印
刷
事
情
の
た
め
別
誌
に
抜
か
れ
た
に
し
ろ
、「
マ
チ

ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
　

作
品
集
第
一
」
を
掲
載
し
た
こ
と
、
そ
の
意
義
の

大
き
さ
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
。

い
か
に
し
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
か
。

ま
ず
、
福
永
と
長
江
、
矢
代
の
関
係
が
そ
れ
を
準
備
し
た
。
福
永
武
彦

に
拠
れ
ば
、

戦
争
の
終
っ
た
後
に
私
は
北
海
道
の
帯
広
市
に
い
て
、
中
学
校
の
英

語
教
師
を
し
な
が
ら
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
や
ら
を
書
い
て
い
た
。
そ
の

頃
京
都
の
矢
代
書
店
か
ら
「
詩
人
」
と
い
う
雑
誌
が
出
て
い
て
、
そ

の
編
輯
長
の
長
江
道
太
郎
氏
と
た
び
た
び
文
通
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
長
江
氏
と
は
恐
ら
く
会
っ
た
こ
と
も
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
詩
や

エ
ッ
セ
イ
を
送
り
、
向
う
か
ら
は
返
事
が
来
る
と
い
う
だ
け
の
間
柄

だ
っ
た
が
、
長
江
氏
の
熱
っ
ぽ
い
手
紙
に
段
々
に
引
き
込
ま
れ
て
、

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ
い
て
の
長
い
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
約
束
を
し
て
し

ま
っ
た
。
初
め
は
雑
誌
に
連
載
す
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
ま

に
か
単
行
本
の
書
き
下
し
と
い
う
こ
と
に
変
っ
た
。

と
言
う
。
単
行
本
は
『
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
世
界
』（
矢
代
書
店
）、
福
永
最

初
の
本
と
な
る
。

次
に
、
福
永
の
『
詩
人
』
登
場
で
あ
る
。
第
二
号
に
詩
二
編
を
載
せ

る
。
そ
の
一
つ
、「
晩
い
湖
」
は
、
自
由
詩
「
湖
上
愁
心
」（
一
九
三
六
年

十
一
月
刊
『
一
高
校
友
会
雑
誌
』）
を
改
作
し
た
押
韻
定
型
詩
で
あ
っ

た
。「
ヨ
ツ
ト
」「
少
年
」「
晩
い
湖
」「
沈
む
」「
雲
の
旗
手
」「
思
ふ
」「
星
」

「
風
」「
指
を
洗
ふ
」「
ひ
と
り
」「
少
年
の
驕
り
」「
い
つ
し
か
」「
帆
」
の

素
材
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
を
使
う
け
れ
ど
も
「
晩
い
湖
」
に
は
、
脚

韻
を
苦
労
し
た
こ
と
が
一
目
し
て
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
行
末
（
二

母
音
一
子
音
）
が
、「
旗
手
」「
は
て
」（ate

）、「
追
ひ
」「
想
ひ
」（ohi

）、

「
あ
こ
が
れ
」「
捕
は
れ
」（are

）、「
と
よ
み
」「
染
み
」（om

i

）、「
い
つ
か
」

「
行
く
　

か
」（uka

）、「
沈
み
」「
湖
」 （um

i

）
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

背
後
の
、
長
江
の
編
集
方
針
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。
長
江
文
に
「
戦
争
中

の
詩
の
空
白
を
う
づ
め
て
、
も
う
い
ち
ど
戦
前
に
か
え
し
、
そ
こ
か
ら
再

出
発
す
る
」
と
あ
っ
た
。「
歴
程
派
と
四
季
派
を
包
含
」
す
る
と
し
て

も
、
戦
争
詩
ま
で
受
け
継
ぐ
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
空
白
」

と
切
っ
て
棄
て
る
。
そ
し
て
開
戦
以
前
、
は
る
か
昭
和
初
年
代
の
『
詩
と

詩
論
』
に
遡
及
す
る
向
き
を
窺
わ
す
。
そ
こ
に
「
純
粋
詩
」
と
の
繋
が
り



京
都
で
刊
行
さ
れ
た
詩
誌
『
詩
人
』
　
　

堀
部
　

功
夫

二
二
三

が
姿
を
現
わ
す
。
音
楽
性
を
生
命
と
す
る
は
ず
の
詩
へ
の
希
求
と
言
っ
て

よ
い
。
中
島
栄
次
郎
「
詩
の
論
理
と
言
語
」・
矢
本
貞
幹
「
純
粋
詩
論
」

の
旧
稿
再
録
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
図
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
継
承

し
た
の
が
福
永
「
純
粋
詩
の
系
譜
」
と
な
る
。

そ
も
そ
も
一
九
二
八
年
九
月
十
八
日
刊
『
詩
と
試
論
』
に
、H

enri 

B
rem

ond

「
純
粋
詩
論
」
が
載
っ
た
。
そ
の
最
後
に
、

W
alter Pater

を
信
ず
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
（
す
べ
て
の
藝
術
は
音

楽
に
接
合
す
る
こ
と
を
熱
望
す
る
も
の
で
あ
る
）
否
、
藝
術
は
す
べ

て
を
熱
望
す
る
。
し
か
も
各
藝
術
は
中
間
に
あ
る
、
各
々
の
藝
術
に

個
有
で
あ
る
と
こ
ろ
の
魔
術
に
よ
つ
て
、
言
葉
を
、
調
子
を
、
色
彩

を
、
線
を
、
熱
望
す
る
。

―
藝
術
は
、
す
べ
て
、
祈
り
に
接
合
す

る
こ
と
を
熱
望
す
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
た
。

中
島
論
文
が
こ
れ
を
享
け
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
が
言
ふ
如
く
、「
総
て
の
藝
術
は
不
断
に

音
楽
の
状
態
を
熱
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ポ
エ
ヂ
ー
の
完
成

は
、
一
部
分
に
於
て
主
題
の
抑
制
、
即
ち
意
味
が
明
確
な
理
解
の
み

ち
を
た
ど
ら
ず
し
て
吾
々
に
到
達
す
る
と
言
ふ
こ
と
に
依
存
す
る
。」

と
書
き
、
矢
本
論
文
が

か
く
の
如
く
詩
に
お
い
て
は
意
味
を
重
要
と
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
を

極
端
に
お
し
進
め
て
意
味
を
詩
の
中
か
ら
排
斥
せ
ん
と
す
る
、
或
は

意
味
が
欠
除
し
て
も
詩
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
ブ
レ
モ
ン
の
純

粋
詩
論
の
遠
い
出
発
点
を
、
私
は
ペ
イ
タ
ア
に
見
得
る
と
思
ふ
。

と
述
べ
、「
ポ
オ

―
ボ
オ
ド
レ
エ
ル

―
マ
ラ
ル
メ

―
ヴ
ア
レ
リ
イ

と
連
続
す
る
ブ
レ
モ
ン
の
い
は
ゆ
る
『
近
代
に
お
け
る
純
粋
詩
の
理
論
家

達
』」
の
跡
を
辿
っ
た
。

福
永
「
純
粋
詩
の
系
譜
」、

僕
達
が
十
九
世
紀
以
後
の
近
代
詩
を
展
望
す
る
時
に
、
エ
ド
ガ
ァ
・

ポ
オ
に
発
し
た
純
粋
詩
の
観
念
が
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
に
受
け
継
が
れ
、

更
に
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
か
ら
マ
ラ
ル
メ
へ
、
マ
ラ
ル
メ
か
ら
ヴ
ァ
レ
リ

イ
へ
と
、
一
つ
の
系
譜
を
な
し
て
流
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。

に
至
る
。

か
く
し
て
、「
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
　

作
品
集
第
一
」
が
掲
載
さ

れ
た
。
福
永
、
加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
と
い
う
、
戦
後
文
壇
・
論
壇
の

ス
タ
ー
も
本
誌
に
登
場
す
る
。
原
條
あ
き
子
は
そ
の
典
型
的
作
品
を
示

す
。
福
永
が
「
マ
チ
ネ
同
人
の
詩
は
何
れ
も
内
容
的
に
フ
ラ
ン
ス
象
徴

詩
、
或
は
純
粋
詩
運
動
の
影
響
の
下
に
立
つ
て
ゐ
る
」
と
説
明
す
る
通
り

で
あ
る
。

『
詩
人
』
は
彼
ら
に
作
品
発
表
の
場
を
提
供
し
、
世
界
文
学
的
視
野
と

外
国
の
新
し
い
文
芸
思
潮
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
長
江
の
戦
後
詩
「
再
出

発
」
と
い
う
意
図
は
一
つ
実
現
し
た
。



佛
教
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学
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京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

二
二
四

『
詩
人
』
の
定
価
は
、
刊
行
中
の
一
年
内
に
六
円
か
ら
二
十
円
へ
高
騰

す
る
。
イ
ン
フ
レ
の
た
め
。
加
え
て
東
京
の
出
版
情
況
が
回
復
し
、
京
都

で
の
経
営
が
悪
化
す
る
。
矢
代
書
店
自
体
は
な
お
続
い
た〔
一
九
五
〇
年

ま
で
確
認
〕
け
れ
ど
も
、『
詩
人
』
は
廃
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

茫
々
六
十
年
、
現
在
、

安
永
　

「
詩
人
」
は
関
西
の
京
都
で
出
た
事
情
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
。

杉
山
　

え
え
。

と
対
談
さ
れ
る
ご
と
く
、
中
央
か
ら
無
視
さ
れ
る
。

一
方
京
都
に
密
着
し
た
詩
史
で
も
、
先
に
刊
行
中
の
『
詩
風
土
』
を
記

録
し
な
が
ら
、『
詩
人
』
は
や
っ
と
創
刊
の
事
実
が
知
ら
れ
る
く
ら
い

で
、
そ
れ
以
上
中
身
を
顧
み
る
記
述
は
無
い
。
天
野
隆
一
編
『
京
都
詩
人

年
表
』（
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
社
、
一
九
七
三
年
十
月
一
日
）「
昭
和
21
年
」
項

に
「
詩
誌
「
詩
人
」
創
刊
　

5
号
発
行
　

長
江
道
太
郎
竹
中
郁
編
集
」
と

の
み
載
る
よ
う
に
。『
詩
人
』
が
京
都
在
住
詩
人
を
通
り
越
し
て
編
集
さ

れ
た
、
高
踏
性
の
所
為
で
あ
ろ
う
か
。

付
記
　

本
稿
は
第
十
三
回
「
京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開
」
研

究
会
（
二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
九
日
、
佛
教
大
学
図
書
館
五
階
特
別
会
議
室
）
に

お
け
る
発
表
に
基
づ
く
。

（
ホ
リ
ベ
　

イ
サ
オ
　

嘱
託
研
究
員
）


